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【投稿規定】

職業能力開発総合大学校の教職員の主著または共著（学外者を含む。）論文等に限って

投稿できる。

【投稿の種類】

職業能力開発に関する論文、研究ノート、資料、紹介又は解説とする。原則として、他

紙に掲載されたものを重複して投稿できない。

【原稿の長さ】

論文、研究ノート、資料、紹介又は解説のいずれにおいても400字詰原稿用紙約50枚

（図表含む）を標準とする。英文抄録をつける。

【投稿、採択、校正】

投稿原稿は「職業能力開発研究」編集専門部会事務局宛に提出する。原稿の受付けは年

１回とし、締切日は別に定める。原稿の採否は編集専門部会で決定し、投稿者に通知する。

査読の結果、修正を要する場合は速やかに修正のうえ、再提出して審査を受けなければな

らない。校正は著者が３回まで行い、それ以降は編集専門部会に一任する。掲載された原

稿は返却しない。

【執筆規定】

１．本文 :Ａ４縦置き、１行文字数40文字、１ページ35行、枚数は、14枚が標準とする

こと。

２．英文抄録 :200語以内とする。

３．図表（写真を含む） :１つの図表ごとに別紙を用いる。図表は白紙（又は淡い方眼

紙）にトレース又は、プリンタ、プロッタ等で作成し、できあがり時の寸法を記すこと。

４．文献 :本文の最後に列記する。書き方は下記による。

①雑誌＝著者名、表題、雑誌名、巻（号）、発行年（西暦）、引用ページ

②書籍＝著書あるいは編者名、書名、発行所、発行年（西暦）、引用ページ

５．用字・用語 :現代かなづかいとする。アラビア数字を使うこと。
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